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*本報を ｢単板切削条件に関する研究 (第15報) StudiesonVeneerCutingConditions(ⅩⅤ)｣ とする｡前報 ｢単板切削現象の変化に
及ぼすプレッシャバーーナイフー被削材相互の位置関係の影響 (解析 と実験)(Ⅹ)｣は,長崎大学教育学部紀要 一自然科学一 第72号
23- 28 (2005.3)に掲載｡

















































andverticalcomponentsofR (K),respectively;N andF :
normalandfrictionalforces,respectively,
ぎのように表すことができる (ただし,切
_ __ ._r･_三三一 ‥rL=-io/'r:/(/==:'J:A_ . ,.




Fig.2.The tool-roller bar geometry and the
horizontalpositions(①-@)oftheroller
bardecidedbyvaluesofh and rt･
削角を 0,切込量をt(- u十d)とする*1｡ D,d,r.,V,andut:refertoFig･1

































となる場合であり,そのときの rtは,rt>dとなる (この場合を,バ-の水平方向の位置⑪ とする)｡また,後者の場合には,hは,
((D/2)+u)tan(0/2)<h<((D/2)+V)tan(0/2)+d/sin0 u2)
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2.2 実 験 方 法
前報1)と同じ切削実験装置を用いて,切削実験を行った*2｡
串2 工具には,実験用に作成した鍛接工具 (刃郡材質はSKII2,兼房刃物工業㈱製)を用い,刃先角 βが180になるよう研磨 したのち,逃
げ角αが30'(即ち,切削角 Oが18.50)となるように,切削実験装置の片持梁型支持アーム (ス トレインゲージ式切削抵抗 2分力測定装
置を兼ねる｡)の先端に裏刃方式で固定した｡この工具に向って試験片を一定速度で送 り込む方式で切削実験を行った｡試験片送 り速度
fwは13 8.7mm/min一定 とした｡また,切込量 tは10mm一定 としたoこのような切削実験で,工具に加わった切削抵抗の2分力 (即ち,
切削方向に平行な水平分力 FH(K)および垂直な垂直分力 Fv(K)) が,片持梁型支持アームに貼付されたス トレインゲージにより測定され















工具に加わる切削抵抗の2分力,水平分力 F H(K)および垂直分力 Fv(K)をそれぞれ測定し(Fig.1参照),これらの測定値を用いて,す
くい面を基準 として,摩擦力Fおよび垂直力 N を次式により算出したo
F - FH(K)COS0-Fv(K)SinO (17)
N - F,1(K)Sln8+ F v(K)COSO (18)
FおよびNを用いると, Jは次式で求められるo
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Fig.4.Thevariationsof/Jwithrtforvariousrolingtypesofrolerbars.
Legend:refertoFigs.1-3.
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Fig.5.ThevariationsofJLwithD forvariousdepths(rt)ofrestraint.
Legend:refertoFigs.1-3,






























































ローラバーの直径 βや回転方式 〔回転固定型 (RR型),自由回転型 (RF型)および駆
動回転型 (RD型)〕を種々変えた数多くのローラバーを用い,一次式圧縮量 ∂を1.0mm一
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